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2020 年度事業 22 年度進捗報告書（実⾏団体） 

● 提 出 ⽇ ： ２０２３年  4 ⽉  18 ⽇ 
● 事 業 名 ： フードバンク⼭⼝ 物流ネットワーク構築事業  
● 資⾦分配団体 ： ⼀般社団法⼈全国⾷⽀援活動協⼒会 
● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈フードバンク⼭⼝  
 

①  実績値 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 
進捗
状況
＊ 

0101.ロジ拠点がハブ拠

点と解決すべき課題を

共有できている 

 

ロジ・ハブ拠点で

構成する協議会の

開催数や内容 

 

年３〜４回開催 

 
2023 年 3 ⽉ 

 
●⾷フェスタの実⾏委員会について 
【連携促進セミナーの開催】 
2022 年 4 ⽉〜9 ⽉…企業・⾏政など関係者へ働きかけ
るセミナーを開催し、⿃取の実⾏団体とも連携しながら
推進した。 
6 ⽉参加者 42 名（ロジハブ説明会） 
8 ⽉参加者 34 名（ロジハブ説明会） 
特に⼭⼝県下の議員の参加 
 
10 ⽉参加者 47 名（ハブ拠点開設説明会） 
拠点開設地域の企業、⾏政、活動団体等 
10 ⽉参加者 26 名（ロジハブ説明会） 
2 ⽉参加者 81 名（⾷フェスタ・フードバンクフェスタ） 
（企業（流通⼩売運輸ほか）、⾏政、NPO、中間⽀援セ

 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
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クター、活動団体、地域包括⽀援センター、協同組合等） 
 
【実⾏委員会】 
2022 年 12 ⽉以降３回実⾏委員会を開催し、企画主旨・
広報⽅法、⾷フェスタをきっかけにした事業推進の計画
について実⾏委員と協議を重ねた。 

実⾏委員メンバー： 
⼭⼝県廃棄物リサイクル対策課 

 ⼭⼝県こども家庭科 
 ⼭⼝県社会福祉協議会 
 やまぐち県⺠活動⽀援センター 
 NPO 法⼈市⺠活動さぽーとねっと 
 株式会社丸久 
 ⽣活協同組合コープやまぐち 
 株式会社中特ホールディングス 
 ⼀般社団法⼈ SANY 
 認定 NPO 法⼈⼭⼝せわやきネットワーク 
 
【開催⽇時】2023 年 2 ⽉ 10 ⽇＠ルルサス防府 
⽬的： 
１．活動に協⼒いただているボランティアの⽅々に感
謝を伝える。 
２．NPO法⼈フードバンク⼭⼝の⼭⼝県における必要
性を、様々な⽴場の⽅々に再認識いただく。 
３．倉庫や物流を担っていただく企業の⽅々の認知度を
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増やす 
対象・プログラム：チラシ参照 
参加⼈数：81 名 
実施成果 
・配送⽀援事業者（国広倉庫）の事業理解 
➡⾷品を活⽤する福祉団体を知ることができた。 
 
・配送⽀援事業者（国広倉庫）の協⼒体制の強化 
➡配送の無償化、連携先の新規開拓に係わる営業活動。 
 
・⾷品受取団体のロジハブシステムについての再認知 
➡フェスタ登壇者を通して、こども⾷堂団体の中での、
ロジハブシステムの浸透具合や認知度を確認できた。フ
ェスタを通してシステムの存在や必要性を呼びかける
ことに成功した。 
 
・実⾏委員会の継続的な協⼒（ボランティア説明会） 
➡2023 年度に実施するボランティア説明会での継続的
な協⼒や、協⼒団体の獲得があった。 
 
●ステーション会議の開催について 
【概要】 
ロジ・ハブ拠点の代表者・担当者を参加者とした会合を
1 年に 4 回開催する⽅針を 2022 年 1 ⽉に決定。各拠点
どうしの情報共有と全体⽅針の伝達などを⾏う。 
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【開催実績】 
上期計 3 回（4 ⽉ 12 ⽇、6 ⽉ 28 ⽇、9 ⽉ 27 ⽇） 
下期計 2 回（12 ⽉ 20 ⽇、3 ⽉ 14 ⽇） 
【会議内容・議題】※議事録より⼀部を抜粋 
・ロジシステムの導⼊を事務局主導で進める⽅針伝達 
・連携企業からのフードバンクポスト設置の提案 
・ＳＮＳの更新を各拠点の当番制とする 
・デジタル⼊庫システム（⼭⼝県）の導⼊について 
・備品の購⼊⽅法について 
・運営上の課題・トラブル・ノウハウの共有 等 
【議事録】 
フードバンク⼭⼝事務局にて管理。今のところ外部に公
開する予定は無い。 
 

0102.ロジ拠点がハブ拠

点と協働して事業を振

り返り、改善させている 

 

開催実績、議事録

が閲覧できるよう

になっている 

 

FB ページで活動

記録を毎回アップ

できている 

 

2023 年 3 ⽉ 

 
開催実績は上記を参照。議事録の共有はできておりませ
んでした。議事録の共有⽅法については要検討です。 

３ 
 

0201.ロジ拠点が地域に

必要なものを発信でき

るようになる 

 

➀発信数と内容 

②イベントや寄付

の実績を定期的に

発信でいている 

 

➀②SNS で定期的

に発信している。

⽉１回はホームペ

ージの新着情報・

活動情報も同時に

更新する。 

 

➀②2024 年 2 ⽉ 

 
① 【使⽤媒体】 
●Web サイトブログ  

運営情報告知、イベント告知、⾷品寄贈、寄附があっ
た場合に更新している。（定期的にはなっていないが、
1 ⽉に 2，3 回更新をしている） 

●Twitter・Facebook 
Web サイトブログ掲載内容をそのまま転載している。 

２ 
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●ニュースレター（2020 年度・2021 年事業分） 
年⼀回発⾏。簡単な事業報告や事業計画を記載。 
フードバンク⼭⼝会員に送付。また事務所来訪者へ事
業案内として⼿渡ししている。その他、イベント、講
座、講演時に配布。 

●リーフレット 
団体概要が記載してあり、記載内容は固定。在庫数を
鑑みて随時印刷。 
フードバンク⼭⼝会員に送付。また事務所来訪者へ事
業案内として⼿渡ししている。その他、イベント、講
座や講演時に配布。フードバンクポストを設置してい
るところに置いている。 

●振替⽤紙付きリーフレット 
 企業からの寄付⾦募集を⽬的として制作。 
 団体概要、理事⻑からの挨拶等が記載されている。 

事務所来訪者へ事業案内として⼿渡ししている。その
他、イベント、講座、講演時に配布。 

 
【広報の発信回数】 
Webサイトブログ 計 39 回（上期：20 回、下期 19 回） 
Twitter計 21 回（上期：18 回、下期 3 回） 
Facebook 計 36 回（上期：26 回、下期 10 回） 
会員フードバンク⼭⼝会員・賛助会員約 80 名に送付 
（2022 年 11 ⽉） 
② イベントや寄付の実績に関する発信実績 
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●Webサイトブログでの発信 
寄付などがあればWebサイトブログにて発信を⾏って
いる。 

  
●夏休みこども応援宅⾷便事業において 
困窮状態にあるひとり親世帯約 300 世帯に⾷品を配送
する事業を実施した。当該事業では、宅⾷便配送のみを
⽬的とした⾷品寄贈の募集を⾏った。寄贈・寄附の実績
として、配送品に寄贈者のリストを添付した。 
 
●冬休みこども応援宅⾷便事業において 
困窮状態にあるひとり親世帯約 400 世帯に⾷品を配送
する事業を実施した。当該事業では、宅⾷便配送のみを
⽬的とした⾷品寄贈の募集を⾏った。寄贈・寄附の実績
として、配送品に寄贈者のリストを添付した 

0202.⽀援地域内に協⼒

してくれる企業が増え

る 

 

➀協⼒してくれる

企業数 

②フードバンクポ

ストの設置数 

 

➀事前評価をして

から設定 

②フードバンクポ

スト数を維持する

（家庭ロス対策・

広報対策） 

➀②2024 年 2 ⽉ 

 
①協⼒企業数 
【⾷品提供協⼒】 68企業 
製造⾷品の提供、災害備蓄品の提供などの⽀援 
 
※2021 年度事業報告書にて同項⽬の報告数が「8企業」
としていたが、情報を精査した結果 71 企業（団体）で
あることが判った。本報告を以って訂正をお願いしたく
存じます。 
（誤報告の理由）全国⾷⽀援活動協⼒会の仲介の 8企業
のみを誤って記載していた。事業において関係をもった

２ 
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企業（団体）は 71 企業（団体）であった。 
 
【フードドライブ協⼒】 
・31 企業・団体（2021 年 4 ⽉〜2022 年 3 ⽉） 
・35 企業・団体（2022 年 4 ⽉〜2023 年 3 ⽉） 
 
【ロジ拠点としての協⼒】 1 企業 
国広倉庫株式会社にロジシステムにおける⾷品の⼀次
保管拠点としての協⼒を獲得 
 
【ハブ拠点開設】 1 企業 
岩国市社会福祉協議会から、県東部の拠点開設に向けた
説明会の開催の主導や、開設予定地域の企業・団体との
仲介にて協⼒あり。 
 
2022 年 10 ⽉ 12 ⽇に開設に向けた説明会を実施。 
 
②フードバンクポストの設置数 
総設置数 107 ヶ所 
2022 年度新規設置数 18 ヶ所 

 
0203.他地域のロジ拠点

と連携することにより

情報が集まる 

 

全国・他地域との

研修会等の参加状

況 

 

他地域のロジ拠点

から⾷品寄付を受

けている 

 

2024 年 2 ⽉ 

 
2022 年 6 ⽉ 25 ⽇ 全国⾷⽀援活動協⼒会総会 
2022 年 7⽉ 15 ⽇ 休眠預⾦事業中間評価の事前研修 
⼀般社団法⼈ＳＡＮＹ参加 
2022 年 9⽉ 14・15 ⽇ 合同研修（⻑野） 

３ 
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2023 年 2 ⽉ 28⽇・3 ⽉ 1 ⽇ 集合研修（東京） 
 

0204.本事業の取り組み

を⾃治体と共有し、連携

の素地ができる 

 

各市町の⾏政に活

動実績・取り組み

を定期的に発⾏・

送付している 

 

年１回程度メール

ニュースをメール

送付する 

 

2024 年 2 ⽉ 

 
①⼭⼝県、宇部市、下関市、周南市、防府市等とは⽇常
的な⾷品のやりとりの際や協議会等で情報交換を進め
ている。 

３ 

0301.拠点が充⾜してい

る 

 

➀⼭⼝県東部（空

⽩地帯）に設置で

きているか 

②全国の⾷料をス

トックできるか 

 

➀２ヵ所程度 

②必要ヶ所 

 

➀②2024 年 2 ⽉ 

 

① 新設置拠点 
・ひかりステーション 
運営団体：熊⾕興業株式会社 
拠点稼働開始⽇：2021 年 5⽉ 23 ⽇ 
 

●岩国市にてハブ拠点の運営団体となる企業・団体を探
す為の説明会を実施。 

 
概要：拠点設置に向けた説明会 
協⼒団体：岩国市社会福祉協議会 
説明会⽇時：2022 年 10 ⽉ 12 ⽇ 
参加者：47 名（来場 21名、オンライン 26名） 
成果：有限会社中村企画からの協⼒の申し出があ 
った。⾷品保管庫となる物件を提供いただける。

⾷品保管に適した状態への改修⼯事を予定。 
 

② ⼀時保管場所として、⼭⼝県⽴⼤学の空き教室やひ
かりステーションに保管ができるが、運搬の利便性

１ 
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の問題があり量は限定される。（4 トントラックが着
けられない、保管場所が２階になる等） 
 
（参考：2021 年度の⾷品寄贈量） 
⾷品総数 182,791個（品） 
総取扱量 62.1 トン 
 
（内訳） 
フードバンクポスト・個⼈寄贈 81,483個 14.1t 
企業からの寄贈        89,204個 32.6t 
フードドライブ         7,515 個  2.7t 

 
0302.⽀援地域内の仕分

け・配送に協⼒してくれ

る担い⼿がいる 

 

ロジ→ハブに物が

流れるために、 

➀⼿順・担当者が

決まっているか 

②物流体制図があ

るか 

 

➀⼿順・担当者が

決まっている 

②物流体制図がで

きる 

 

➀②2024 年 2 ⽉ 

 

地域内の寄贈品物流の状況について、左記①②の整備状
況をお書きください。 
①物流ネットワークのハード整備ができていないため、
仕組みとして定まっていないが、事務局がその時の状況
により柔軟に対応している。 
②物流体制図は未整備（物流パターンがいくつか定まっ
たところで整備する） 

３ 

0303.ハブ拠点が安全に

管理されている 

 

➀衛⽣講習会の開

催数 

②システムを導⼊

しトレーサビリテ

ィが担保されてい

る 

➀１〜２回／年 

②WEB システム

を使って管理でき

るようになってい

る 

③衛⽣管理簿に基

➀2022 年 3 ⽉ 

②2022 年 3 ⽉ 

③2022 年 9⽉ 

 

① ⾷品衛⽣講習会回数 
2021 年度 計 2 回 

2021 年 6 ⽉ 27 ⽇ 28 名参加 
2021 年 7 ⽉ 3 ⽇ 22 名参加 

2022 年度 計 1 回 
2022 年 7 ⽉ 2 ⽇ 32 名参加 

２ 
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③⾷品の衛⽣管理

の⽇常的なチェッ

クの仕組みができ

ている 

 

づききちんと管理

しており、チェッ

クする体制がある 

 

 
対象者：フードバンク⼭⼝に受取団体登録をしてい
る団体や各拠点スタッフやボランティア 
講師：⼭本倫也（NPO 法⼈フードバンク⼭⼝理事） 

 
② 〈ミールズ・オン・ホイールズロジシステム〉 

（運営体制） 
各拠点での配布会での⾷品配布を⽬的として、こ

ども⾷堂⽤のアカウントを各ロジハブ拠点に整備
いただいた。現状として、こども⾷堂への⼤容量の
受け渡しに加え、個別家庭訪問などの細かな場合に
も対応できている。 

  （現状登録団体数） 
   2023 年 4 ⽉ 18⽇時点で 29団体のシステムアカ 
ウント作成が完了している。 
 参考：フードバンク⼭⼝登録団体数 364 団体 
    ⼭⼝県内こども⾷堂数 160 団体以上 
（2022 年 3 ⽉時点で計画中の催事） 
 ⼭⼝県下関地域のこども⾷堂対象に、ロジハブシ 
ステム説明会を開催予定。下関地区担当者との協議 
段階。2023 年 8⽉までの開催とシステム登録者数 
増加を⽬指す。 

 
〈フードバンク⼭⼝ポータル〉 
2022 年 4 ⽉よりデジタル⼊庫管理システム「フー
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ドバンク⼭⼝ポータル」の段階的な運⽤に着⼿し始
めた。 
 
 〈導⼊状況〉 

 2022 年 4 ⽉やまぐちステーションで導⼊  
 企業寄贈のみの取り扱い 
 2022 年 9⽉ひかりステーション導⼊ 
 2022 年 10 ⽉ほうふステーション導⼊。 

 
③ 衛⽣管理簿については、様式はあるものの明確な管
理体制ができていない。 
 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4その他 
 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ 変更なし ☐ 短期アウトカムの内容  ☐ 短期アウトカムの表現  ☐ 短期アウトカムの指標 ☐ 短期アウトカムの⽬標値 
5.新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
推奨される感染対策を実施しながら、感染状況に応じてオンラインと対⾯での対応を切り替えながら実施した。 
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③ 広報 (※任意) 

1. メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
(TV) 

① 番組名：まちかど NEWS 
取材企業：⼭⼝ケーブルビジョン株式会社 
内容：フェスタ事前広報、フェスタ当⽇取材 
 

② 番組名：mix 
取材企業：テレビ⼭⼝株式会社 
内容：フェスタ当⽇取材 

 
 (新聞) 

① 掲載：朝⽇新聞 
取材企業：株式会社 朝⽇新聞社 
内容：フェスタ事前広報 

 
  (WEB) 

① サイト名：NPO 法⼈フードバンク⼭⼝ 公式Webサイト 
⽅式：Webサイトブログ 
内容：フェスタ事前広報、開催後報告、イベント詳細を複数記事に分けて掲載 

 
 
     

2. 広報制作物等 
 

3. 報告書等 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：まだ審議できていないため。9 ⽉には審議を終わらせ公開したい。 
 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
  規定類に変更ありません。 
   

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
 

 
 
 


